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研究成果の概要（和文）：遊漁に利用される活きた釣り餌は、おもににアジアの国々から輸入されている。釣り人によ
る野外へ釣り餌の投棄は、外来生物の侵入経路として懸念されている。しかし、釣り餌として利用される水生動物は、
どのような種類が輸入されているのかといった情報が不足している。本研究では、釣り餌動物の侵入と分散に対するリ
スク管理手法の解明を目的として研究をおこなった。4年間の研究成果として、釣り餌動物の種組成、非意図的輸入種
の種組成、輸入釣り餌動物の環境耐性、イワムシ属多毛類の遺伝的集団構造および野外における輸入釣り餌動物の侵入
状況および在来種の生息状況に関するデータを報告する。

研究成果の概要（英文）：Live aquatic animals used as fishing bait have been imported from mainly Asian 
countries to Japan since 1969. The release of unused bait by anglers is an important vector of invasive 
species. However, there are unconfirmed bait species in the Japanese bait market, and therefore detailed 
research is needed to clarify how many species are supplied as live fishing bait. This study was 
investigate the risk management procedure for invasion and dispersion of fishing baits. As a result, it 
was reported that composition of fishing bait species, composition of unintentionally imported freshwater 
shrimps, physiological traits of the imported bait species, population genetic structure of Marphysa 
worms and evaluation of invasion of imported species and inhabitation of native bait species.

研究分野： 資源保全学

キーワード： 釣り餌動物　外来種
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１．研究開始当初の背景 
遊漁に利用される活きた釣り餌は、日本国

内で採捕や養殖されている他に、1969 年より

韓国から輸入され始め、近年ではおもに中国

から年間 700～1000 トン輸入されている。近

年の外来生物の侵入と分散に関心が集まる

中で、釣り餌として利用される水生動物は輸

入量が極めて大きいにもかかわらず、どのよ

うな種類が含まれているのかといった情報

が不足している。 

日本には 1000 万人を超える遊漁者がいる

と言われており、生きた餌を使った釣りは、

釣り経験の有無にかかわらず手軽にできる

釣り方である。しかし、余った釣り餌動物は、

野外に投棄される場合があるため、潜在的に

日本の在来種の保全に対して捕食や生息場

所の占有、あるいは遺伝的撹乱などの影響を

及ぼす危険性がある。 

本申請に先立ち、予備調査として釣り餌と

して流通される水生動物の現状について、広

島県および大阪府の釣り餌卸業者および小

売店へ聞き取り調査をおこなったところ、販

売されている商品として、多毛類や甲殻類な

ど 20 種以上を確認した。全品目の 70％以上

は、外国からの輸入物を含んでいることがわ

かり、以下のような懸念が示された。 

a) 西日本以外の地域で流通している釣り

餌動物に関するまとまった情報はない。  

b) 輸入対象となる釣り餌動物に付随して

非意図的に輸入される種の混入状況に関し

て不明な点が多い。  

c) 輸入種の中には日本には分布しないと

非在来種が含まれ、国内への侵入や分散が懸

念されているが、それらの生息環境条件に関

して不明な点が多い。  

d) イワムシは、日本各地に在来個体群が

存在し、さらに国外から 40 年以上輸入され

ている。現在、イワムシとして流通している

釣り餌動物は、同一種であるかどうか形態的

あるいは遺伝的な情報に関して不明な点が

多い。  

e) 野外における輸入釣り餌動物の侵入状

況については、調査が進んでいない。また、

在来性釣り餌動物の中にはユムシ類やホシ

ムシ類のように近年全国的に個体数が減少

しているとされる種の生息状況についても

調査する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、外来性釣り餌動物の侵入と分

散に対するリスク管理手法の解明に向けた

基礎研究と位置付け、研究の方法に示す項目

について明らかにすることを目的としてい

る。 

 
３． 研究の方法 

a)釣り餌動物の種組成 

日本各地の小売店から釣り餌動物を入手し、

リストを作成する。 

b)非意図的輸入種の種組成 

日本各地の小売店から釣り餌動物を入手し、

輸入対象種に混入する非意図的輸入種のリ

ストを作成する。非意図的輸入種については、

予備調査においてスジエビやモツゴで発生

することが示唆されたことから、とくにこれ

ら淡水性の分類群に着目して調査をおこな

う。 

c)輸入釣り餌動物の環境耐性 

輸入種が生存できるかどうかの鍵となる水

温（5～35℃）および塩分（5～35psu）など

水質条件に対する実験室内における耐性実

験をアオゴカイやアオコガネ（商品名）など

の輸入多毛類を対象としておこなう。 

d)イワムシ属多毛類の遺伝的集団構造 

イワムシ属多毛類の中国産個体と日本産個

体を対象に、ミトコンドリアのチトクローム

C 核酸酵素サブユニット（COⅠ）DNA マーカ

ーによる多形解析をおこなう。また、顕微鏡

下による形態観察も併せておこなう。 

e)野外における輸入釣り餌動物の侵入状

況および在来種の生息状況 



多毛類のアオゴカイやアオコガネおよび淡

水エビ類のカラテナガエビなどの輸入種の

野外における侵入状況を明らかにするため

に沿岸域、河口・河川域で調査をおこなった。

また、在来性釣り餌動物の生息状況について

も併せて調査した。 
 
４．研究成果 

a)釣り餌動物の種組成 

日本各地の小売店で販売されている釣り餌

動物として、多毛類、二枚貝類、甲殻類およ

び魚類など、少なくとも 48種が確認できた。

これらの釣り餌動物は、1）国内外から輸入さ

れている非在来種（≧6 種）、2）国外から輸入

されている在来種（20 種）、3）国内流通されて

いる外来種（5 種）、および国内流通のみされ

ている在来種（17 種）の 4 タイプに分けられ

た。 

b)非意図的輸入種の種組成 

淡水産テナガエビ類の商品名シラサエビに

ついて広島県東広島市内の小売り店で周年

調査を実施したところ、11～5 月の間は中国

からの輸入物が、5～10 月の間は広島県近郊

から採取物が流通していることがわかった。

中国から輸入されたシラサエビには、非在来

種であるカラテナガエビとカワリヌマエビ

属エビ類で構成されていることが判明した。

一方、国内産シラサエビには、スジエビ、テ

ナガエビおよびカワリヌマエビ属エビ類で

構成されており、カラテナガエビは含まれて

いなかった。 

c)輸入種の環境耐性 

日本には生息しない商品名スーパーコール

デル（ベトナム産）およびストロームシ（イ

ンドネシア産）は、15℃以下の以下の低水温

で生存できないことが判明した。また、商品

名アオコガネ（オランダ産）は、広範囲な水

温（5～35℃）や塩分（5～35psu）で生存で

きることが明らかになった。 

d)イワムシ属多毛類の遺伝的集団構造 

イワムシ属多毛類の中国産個体と日本産個

体を対象に、ミトコンドリアのチトクローム

C 核酸酵素サブユニット（COⅠ）DNA マーカ

ーによる多形解析をおこなった結果、地点間

の地理的距離と遺伝的距離には正の相関が

みられた。 

また、顕微鏡下による形態観察の結果、中

国南部から輸入されたイワムシ属多毛類で

ある商品名ホンサムシは、日本産イワムシお

よびビクニイワムシのいずれでもないこと

が判明した。したがって、ホンサムシは、日

本に生息しない非在来種である可能性を含

めて、今後慎重に種同定をおこなう必要があ

る。 

e)野外における輸入釣り餌動物の侵入状

況および在来種の生息状況 

 輸入釣り餌動物の侵入状況を調査した結
果、広島県内の河口干潟において、釣り人が
投棄したと思われるアオゴカイが採集され
た。広島県内の河川において、テナガエビ科
の非在来種であるカラテナガエビが採集さ
れた（広島県初記録）。 
 また、広島県内の潮間帯および潮下帯にお
いては、近年国内における絶滅危惧種のカテ
ゴリーに含まれる在来性のアカムシ、スジホ
シムシおよびキタユムシ科ユムシ類の生息
を確認した。 
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